ならない。また（番号の）大きさ、形状および装着方法を変えることはできない。組織委員会は、スタート番号の実際的な準備に責任を負う。スプリントおよびパーシュート・同時スタートを行なう競技で使用されるスタート番号も前後両面に記載されていなくてはならない。

337.1.2  シットスキ－の選手は、スレッジの両面にスタート番号を装着しなくてはならない。

337.1.3 ガイドは3桁のスタート番号（ゼッケン）を装着するが、この中の最後の2数字はガイドする選手のものと同様である。たとえば、視覚障害を持つ選手のガイドはNo. 

        115か「ガイド」の意味を示す「G」を印刷したゼッケンを装着する。

338   トレーニングとコースの視察

338.1　 トレーニングの機会

338.1.1  選手には、競技状況の中でトレーニングを行ないコースを視察する機会を提供する。

可能ならば、競技の2日間前にコースを開放する。例外的な状況下で、ジュリーは   

コースを閉鎖するか、選手に対して（コース内の）特定箇所や時間を制限すること 

ができる。

340 　競技中の選手

340.1　責　任

340.1.1 選手は責任を持って決められた時間に到着し、スタートしなくてはならない。選手はスタートからゴールまで標識がついたコースに添い、すべての監視員が待機する箇所を通過し、他の選手に対しても適切な態度を取る必要がある。選手は、彼ら自身による推進力のみを利用して、標識がついたスキーですべてのコースを走破する。ペースメーカーやプッシングによる補助は認められない。

340.1.2 すべての競技においては、ストックを変えることができる。スキーやビンディングが破損または損傷した場合には、1本のスキーを取り替えてもよい。競技終了後、器具の破損についてジュリーに証明する必要がある。競技中スキーにワックスがけをしたり、（ワックスを）はがしたり、汚れを落とす行為は禁止されている。例外：クラシカル走法を行なう選手は必要に応じて、雪や氷を掻き落としワックスをかけてもよい。この場合選手は他者の補助を受けずに、トラック外でこれらを行なう。

340.1.3 追い越される選手は、最初に要求された時点でコースを譲る。ただし、スプリント競技や標識ゾーンにおいてはこれは適用されない（340.1.4条を参照）。

これはダブルトラックで行なうクラシカル走法の競技や、追い越される選手がスケーティング走法を制限しなくてはならないフリー走法にも適用される。また追い越されるとき、選手はお互いに他の選手の妨げにならないようにすること。

340.1.4　トラックに標識がついているゾーンに選手がいったん入ったならば、他の選手に追

 
 い抜かれない限り選んだトラックにそのまま留まっていなければならない。

340.1.5　パーシュート・同時スタートを行なう競技およびリレー競技においては、一周追い 

        越された選手やチームは競技を棄権しなくてはならないが、結果においては順位が

        記載される。

340.1.6　選手は競技役員の指示に従わなくてならない。

340.1.7 選手は医学規範のすべての項目を遵守しなくてはならない(221条を参照のこと)。

340.1.8 B1およびB2クラスの選手については、ガイドは必須事項である。B3クラスの選手の場合もガイドは認められている。ガイドが事故に遭遇したり、（選手に）ついていけない場合は選手はガイドを交代させてもよいが、そのときにはフィニッシュ時競技役員に事実を報告しなくてはならない。

340.1.9 安全上の理由から、ガイドはB1選手に対して（片腕または片方のストックを）標識がついたトラックのある箇所で支えることが認められている。TDはIPC技術諮問委員とともにトラックのどの箇所に標識を設置するかを決定する。

340.1.10 選手をガイドするときには、音声のみによって行なう。 ガイドと選手は無線で連絡を取り合ってもよい。またガイドは拡声器を使用することもできる。これ以外の方法によるコミュニケーションは認めない。また拡声器は他の選手を妨害しないように使用すること。   

340.1.11 競技中は、ガイドと視覚障害を持つ選手のいかなる身体上の接触も許されない（ただし、ホールディングゾーンではこの限りではない。IPC規則 316.3.1を参照のこと）。またたとえ下り坂の場合でも、選手をつかみ、持ち上げあるいは押すという動作は禁止されている。下り終わったらガイドは（選手の）スキーやストックに触れることができる。

340.1.12 B1クラスに属するすべての選手は競技中、半透明の黒眼鏡を着用しなくてはならない。（眼鏡の）型は選択によるが、競技前にスキーのマーキングと合わせてTDとまたは技術諮問委員による検査の上で承諾を得る必要がある。

340.1.13 競技中、雪質の変化のために選手がワックスを変えることを希望するならば、ガイドがワックスを塗ってもよい。   

340.1.14  LW10-12のクラスに属する選手がスキーから落ちた場合、競技役員の補助を得て 

トラックに連れ戻すことができる。そのような選手は、同一の場所で競技に再度エ  

ントリーをすることになる。   

341　競技開催最中の役員と他のスタッフ
341.1　責　任

341.1.1 必要に応じてTDは競技役員、メディア関係者、修理担当者およびに他の選手以外

        の人員に特別な規則を交付し、競技前、開催中および終了後を通じてコース、競技

場ならびにチームの準備エリアの秩序を確実に保つようにする。   

341.1.2 コース上の秩序を保ち統制を行なうために、以下の原則を適用する：

        -スタート5分前からコース閉鎖係官が通過するまで、すべての競技役員,　コーチ、

 選手以外の人員および他のIDカードを所有する人員は、コース上でスキーを行な

 うことは認められない。この時点でこれらの人々はコースのそばの決められた場所

 を確保し、スキーをはかずに待機していなければならない。

        -選手に中間タイムを告げたり情報を提供する間、競技役員、コーチおよび他の人員

         は、選手のそばで30m以上走ってはならない。　

        -前述の業務を行なっている間、役員および他の人員は選手を妨害してはなら

         ない。

341.1.3   テレビの放映画面を鮮明にするとともに安全上の理由から、選手が競技している箇所

          を除いてコースの1部を閉鎖する場合もある。競技前および開催中、ジュリーは選手

          がコース上でスキーをチェックしたり、ウオーミングアップをするのを制限する。

         ただし選手や特別な番号をつけた修理要員は、競技コースのこれらの箇所をスキー

         することができる。   

341.1.4　競技コース上でのワックスのテストとウオーミングアップは、常に競技コースの方

 向において行わなくてはならない。コース上でスキーのチェックを行なおうとする  

ものは誰でも、コース上での他の人員の安全とコース整備を念頭に置く必要がある。 

スキーチェックのために用いる電子計時器は、競技中は使用を認めない。
342　スキーのマーキング

342.1　手　続

342.1.1　管理上の目的で、スタート前にスキーには2本とも速やかにマーキングを行なう。

        選手は自ら公式のマーキングを行なう場所へ行き、しかるべきときにスタート番号

       （ゼッケン）を着用する。

342.1.2 OWG、PWG、WSC、WCおよびWJSCでは、スキーマーキングには選手のスタート番号を含む。

342.1.3　スプリント競技では、スキーマーキングを行なわない。

       　

        D. スタート、計時、フィニッシュならびに競技結果

351 スタート

351.1 スタートの様式

351.1.1 国際カレンダーに記載されている競技大会では、個人競技のスタート、同時スタート、ヒートスタートおよびパーシュートスタートを行なう。個人競技のスタートでは、通常30秒間の間隔を取る。TDは選手がベストコンディションを保てるように、間隔時間をより短くまたは長く取ることを許可できる。

351.1.2 IPCのスタート順

スタート順については、可能な限り追い抜きを避けるように競技委員会が決定する。原則として、男子が女子より先にスタートする。選手はシードにより小グループに分けるが、サブグループの数と規模は選手の総数次第である。

　　　　　各小グループでは、6～10名の選手がスタートする。グループ内でのスタート順

          は、ドローにより決定する。各チームのコーチは、異なった小グループにおいて、

          選手を選抜する。

351.1.3 すべての選手が同一のトラックを使用する場合、異なったクラスの望ましいスタート順は以下の通りである：

男子　LW10、11、12

女子  LW10、11、12

男子  Bクラス

女子  Bクラス

男子  LW2～9

女子  LW2～9

351.2     個人競技のスタートの手順

351.2.1  スターターはすべての選手に、スタートの10秒前合図する。スタートの5秒前「5、

         4、3、2、1」とカウントダウンを開始し、その後「Los」、「Allez」、「Go」とスタ

         ートの合図を行なう。電子機器による計時とともに、可聴性の電気スタート信号が

         同時に作動し、スタートの合図を行なう。スタートを示す時計は、選手からはっき

         りと見えるように設置しなくてはならない。

351.2.2　選手はスタートラインの背後に両足を位置し、スターターがスタートの合図をする

        まで静止していなければならない。ストックもやはり静止させ、スタートラインの

        前またはスタートゲートのところに置く。

351.2.3　手動計時を行なう場合、より早くスタートした選手は呼び戻され再度スタートを行

        なう。この場合、彼のスタート時間はスタートリストに記載されている時間とする。

351.2.4　電子計時を行なう場合、選手はスタートの合図の前後各3秒間にスタートする。選

        手がスタートの合図の3秒前よりも更に早くスタートした場合にはフライングとな

        り、呼び戻しを受け、電気スタートゲートの延長線から再度スタートする。3秒よ

        りも更に遅れてスタートしたならば、スタートリストに記載された時間を適用する。

351.2.5　遅れてスタートする選手は、他の選手のスタートを妨げてはならない。

351.2.6 電子計時および手動計時の双方を使用する場合においては、ジュリーが選手の遅れたスタートを不可抗力のためであると判断したならば、選手の実際のスタート時間を記録しておく。

351.3  同時スタートの手順
351.3.1  スタートの位置はドローか（334条を参照）、現行のFISポイントリスト     

         (336.1.1条 を参照)のみを使用して決定する。

351.3.2  同時スタートは、ハンディキャップスタート制を適用して行なう。この方法では、   

         FISポイントリストで最高位にランクされる選手が最も有利なスタート位置につ

         き、次位にランクされる選手がその後に続くことになる。またハンディキャップス

         タート制では、各選手間に一定の間隔をあけ、角度をつけたスタートラインを用い

         て行なう。   

351.4　パーシュートスタートの手順

351.4.1 パーシュート競技の第2走では、1走で第1位となった選手が最初にスタートし、2位の選手が2番目にスタートする。スタートの間隔は、1走での競技結果における差異と等しくし、10分の1秒は省略する。

351.4.2 スタートリストは、以下の例に従って作成する：

351.4.3 最初にスタートした選手が遅れてスタートした選手を追い抜かないようにするために、ジュリーは後者のために同時またはヒートスタートを認めることができる。またジュリーは、パーシュート競技の第2走に備えてスタートする人数を減らしてもよい。

351.4.4 パーシュート競技のスタートは、電子スタートゲートなしで行なう。スタート係は、

　　　　すべての選手がスタートの用意ができていることを確認する。

351.4.5　正確なスタートを行なうために、大きなスタート用時計を使用すること。

351.4.6  スタートは、2名以上の選手が横並びにスタートできるように行なう。コース上最初の 

         100～200 mは、少なくとも6 mの幅を取るようにする。

351.4.7　パーシュート競技の2走目においては、パーシュートスタートを実施する。厳しい

        気候条件下では、ジュリーやスタートを延期するか競技を中止することができる。

351.5 スタート係の任務

351.5.1 スターターはすべての選手が（スタートすべき）正確な時刻にスタートできるようにす

        る必要がある。（スターターの）補助員は,選手を呼び戻すか違反行為を記録するなどに

        よってフライングの際には適切な行動を取るようにする。

352　計　時

352.1　手　順

352.1.1 FIS/IPCカレンダーに記載されているすべての選手については、電子計時を適用する。電子計時には、常にバックアップシステムとして手動計時を補助的に用い、2システム間の記録をクロスチェックできるようにしておく。

352.1.2  記録は10分の1秒まで最大限に計測する。例えば、38:24.38の記録は38:24.3とする。

352.1.3　100分の1秒までの計測は、スプリント競技における予選会のときのみ行なう。

352.1.4  トランスポンダーを使用する場合には、選手は必ずトランスポンダーを装着するこ

         と。

352.1.5　電子計時機器が一時的に故障した場合、手動計時によって2計時間の平均時間差を

        修正する。電子計時機器が競技中頻繁にまたは完全に故障した場合には、全選手に

        対して手動計時を行なう。手動計時を競技結果算定に用いる場合には、実際のスタ

        ート時間を用いるようにすること。

352.2　中間計時
352.2.1  10 kmのコースでは1度、15 kmでは1~2度、30 kmでは2~3度、50 kmでは少

         なくとも3度中間計時を行なう。

353 フィニッシュ

353.1　手　順

353.1.1　手動計時装置を用いる場合、選手の足が最初にフィニッシュラインを通過した時間

        を計時する。

353.1.2  電子計時装置を用いる場合、接触が絶たれたときに計時する。計時は、雪面より25 cm

         の高さのところに光のビームを設定して行なう。

353.1.3  フィニッシュ審判係は、選手によるフィニッシュラインの通過順リストを保管するとと

         もに、計時係長に渡す義務を負う。

 パーシュートスタート、リレー、スプリントおよび同時スタートによる競技のフィニッ  

 シュ時の写真判定については、377.2.3および377.2.4を参照のこと。

353.1.4  コントロールラインはフィニッシュラインの後方12~15 mの位置に明確に設定し、     

        「スキーコントロール」の標識をつけておく。　ここにおいてフィニッシュコントロー

         ラーは、選手がマークがついたスキーの少なくとも片方でフィニッシュラインを間違い

         なく通過しているかどうかを確認する。選手は、コントロールラインを通過するまでは

         スキーを脱ぐことは許されない（206.5条を参照）。また違反行為については、ジュリ

         ーに報告する。

353.1.5  すべてのBクラスにおいて、ガイドではなく選手がスタートしたときにクロノメータ

         を始動しクロスラインを通過したときに停止する。ガイドのタイムは記録してはならな

         い。必要に応じて正確な計時を確実に行なうために、ガイドがフィニッシュラインを通

         過することを禁止する場合もありうる。

354　 記録の計算

354.1　手　順

354.1.1　結果はフィニッシュ時とスタート時のタイム差から計算する。

354.1.2 2名以上の選手が同タイムでゴールしたとき、記録リストには同順位で記載されスタート順がより遅い選手を最初に記載する(219.2条を参照)。

354.1.3 パーシュート競技における最終結果の計算は、10分の1秒を省略した1走目の最終結果と10分の1秒を算定に加えた2走目の最終結果を組み合わせて行なう。

354.1.4　計算係長は結果を競技セクレタリーに速やかに提出する。

355　結果の公表

355.1　手　順

355.1.1  競技終了後速やかに非公式結果を配布し、公認の掲示板に掲示するがそのとき掲示した

         時刻も記載しておく。ジュリーは掲示の15分以内に違反行為や抗議について対処する。

         ジュリーの決定後、結果のリストは速やかに公式のものとなる。

355.1.2  公式の結果リストには選手の最終順位、FISコード、スタート番号、タイム、中間タイ    

         ムおよび競技ポイントを記載する。（記載内容としては）スキーの走法、選手の人数、

         スタートはしたがフィニッシュできなかった選手名、失格となった選手、コースに関す

         る技術的な詳細すなわち長さ、HD、MC、TC、天候や気温のデータおよびジュリーの

         構成などを記載すること。

これらの記載例については、FISノルディックオフィスを通じてFISクロスカントリ

         ーウェブサイト（アドレスは原文を参照）で検索できる。

355.1.3  ラテンアルファベットが使用されていない国々でも、情報や結果はラテン文字で記載

         すること。

355.1.4  TDによるコントロール後、競技セクレタリーは公式結果リストに署名し、その正し

         さを証明する。

355.1.5  リレーを含みパーセンテージ制を適用するすべての競技においては、各選手のパーセ

         ンテージはすべてのスタートおよび結果リストに記載する。これらのパーセンテージ

         は、2～3のクラスを統合するときにも別々に適用する。

355.1.6   非公式および公式のスタートならびに結果リストには、視覚障害を持つ各選手の　

          ガイドの名前および苗字のイニシャルを記載すること。

360 E. スプリント競技

360.1  　　個人スプリント競技

360.1.1 個人スプリント競技は、インターバルスタートを行なう予選会と決勝で構成される。予選会後選手は、同時スタートで異なった形式の決勝で競技を行なう。OWG、  WSCおよびJWSCでは、決勝は選手4名で競うことになる。

360.2　　　予選会

360.2.1 予選会におけるスタート順はFISのポイントリストに応じて決定するが、ドロー

            を行なうシードグループは除外する。

360.2.2 スタートの間隔は15、20および30秒とする。

360.2.3 コースおよび距離は、原則として決勝と同様に設定する。

360.2.4 2周回を使用する場合、1周目と2周目では別々の走路を用いること。

360.3　決　勝

360.3.1  OWG、WSCおよびJWSCでの決勝においては、組織委員会の決定に従い準々決勝か

         ら開始する。

360.3.2 決勝はあらかじめ定められている勝ち抜き方式を組み合わせて行なう。各スプリントの形式の例は、FISノルディックオフィスを通じてFISウェブサイトのクロスカントリー部門で検索できる。

360.4 スタート

360.4.1　決勝では、スタートの位置は以下に従って決定する：

　　　　 -第1ラウンドに向けての進出決定タイム

　　　　 -それ以前のラウンドでの順位と進出決定タイム

360.4.2 スタートにおいては、最初の50 mを直線走路か直線トラックに設定する。

360.5　コース　

360.5.1 コースは充分な幅(6～10 m)を取り、鋭角な曲がり角をなるべく減らして、すべての選手

        にとって公平な条件を整えるようにする。

360.5.2  コースの直線部分に沿って走路に標識をつけ、トップを走る選手は標識ゾーン内を走る

         間、選ばれたトラックの内部に位置するようにしなくてはならない。

360.6　　フィニッシュ

360.6.1  フィニッシュ用のトラックは、決勝へ出場した選手の人数と同数でなくてはならない。  

         OWG、WSCおよびJWSCではこれは必須事項である。

360.6.2 フィニッシュゾーンの長さは80 mであるが、フィニッシュ地点が上り坂のスロープ上に位置している状況では短縮してもよい。

360.6.3 失格の原因となる妨害、および他の選手の次のラウンドへの進出を妨げる妨害行為では、（妨害された）選手は次のラウンドへ進むことが認められている。この場合、（妨害した）選手は次の列の6 m背後からスタートすることになる。

361　　　スプリントリレー
361.1 スプリントリレーは、2名の選手が3～6区間を交互に走るリレーとして実施される。

361.2  エントリーと割当人数

361.2.1  チームの構成人数は25名を超えてはならない。  

361.3   スタート順

361.3.1  FISポイントが最も低いチームが最初にスタートし、2番目に低いチームがその次に続

 くという形式で行なう。2チームのポイントが同点であった場合、最もポイントが低い

         選手が他選手よりも先にスタートする。ポイントによる区別が困難な場合、スタート順    

         はドローにより決定する。   

361.3.2  チーム構成の変更は、スタートの2時間前に行なう。ただし変更したチームは、（変

         更前の）スタート順によってではなく、（出場チームの）最後にスタートすること

         になる。  

361.4　 スタート位置

        スタート区域によっては、約100 mの直線コースを取る平行な3～6本のトラックを設 

        定する。スタート区域でのトラック間の距離は1.5 mとする。     

　　　  １番目にスタートするチームで最初にスタートする選手は、スタートライン上の第1コ

        ースからスタートする。2番目にスタートするチームは、スタートラインの3 m背後に

        位置する第2コースからスタートするという形式で行なう。

　　　  最初にスタートした選手は、スタートラインを通過するまでコースを変えることはでき  

        ない。

　　　  また選手は、片脚にスタート番号を必ず着用すること（写真判定用のカメラと同じ側）。

361.5 コースと交代ゾーン

コースの各箇所は充分な幅を取り（最低10 m）、追い抜きが可能なように充分な長さを取って設定すること。

交代ゾーンは幅15 m、長さ45 mになるように設定する。また同ゾーンは、問題なく交代を行なうために選手がスピードを落とすことができるよう、適切な状態に整えている必要がある。

        F.  リレー競技

371　運　営

371.1 其本的な規則

371.1.1　リレー競技の運営は、以下を追加した上で他のクロスカントリー競技と同様に行な

        う： 

371.1.2　特別な役員

371.1.2.1 競技係長は同時スタートおよびリレーの交代の係長を指名し、その補助員とともにリレーを開始し、交代ゾーンでの引継ぎが確実に376.8.1に準じて行なわれるようにする。競技係長の補助員の１人は、選手をリレー交代ゾーンへ召集し、他の補助員は不正な交代の後選手を召集する。

371.1.2.2 ジュリーはそのメンバーの1人をリレー担当の審判員として任命し、同時スタートおよびリレーの交代を監督するようにさせる。

372    技術設備と設定

372.1 　スタート

372.1.1　スタートライン

　　　　 同時スタートのスタートラインは、半径100 mの円形の弧の一部をなすようにする（円

         の中心は、真中のトラックから100 m離れているようにする）。個人競技のスタートの

         位置は、少なくとも1.5 mの距離をとっていなくてはならない。ある1グループの選

         手数がスタートコースの数より多い場合、スタート番号がより大きい選手は次の列から

         スタートすることになる。公平なスタートを行なうために、地形や雪質を考慮した上で

         必要に応じて調整を加えてもよい。     

372.1.2　スタートの準備

         リレーにおける同時スタートでは、100 mに及ぶ平行なトラックを設定するが、ここ

         では各選手がトラックを離れることは禁止されている。またトラックが集結して競技コ

         ースへ入り込むゾーンを設定する。コースに沿って選手の混雑を招くような要因は、排

         除する必要がある。   

372.2 　スタート位置

　　　　

372.2.1 リレー競技で最初にスタートする選手は、スタートラインからスタートする。スタート

        番号が1の選手は真中のトラック、2の選手は右、3の選手は左のトラックからそれぞ

        れスタートする。平らではない地形上では、スタートラインは各選手が同等の条件でス

        タートできるように設定する必要がある。また番号をつけた標識をトラックの右側につ

        けておく。   

372.2.2　通常各国は公式チームを2つ以上エントリーできる。各国の第チームはスターティ

        ンググリッド上第2チームの前に、第2チームは第3チームの前にというように位

        置する。非公式チームは最も不利なスタート場所に位置することになる。   

372.2.3　すべての選手が並んでスタートするために充分な広さがない場合、少なくとも互い

        に4 mの間隔をおいて2～３列に並び同時にスタートする。

373　コース

373.1　距　離

373.1.1 リレーの距離は、男子およびジュニア男子においては通常10 km、女子およびジュニア

        女子においては5 kmである。

　　　　IPC：リレーの距離はシットスキーでは2.5 km、立位クラスでは5 kmである。

373.1.2 リレーにおける最初の区間距離と他の区間距離との差は、競技場の構成に応じて±5%

        とする。

373.2　クラシカル走法

373.2.1 原則として、リレーのコースにはトラックを2本設置する。

373.3　フリー走法

373.3.1  コースは必要ﾆ応じて、なるべく幅広く設定する。設定については、315.3.1条を参

         照のこと。

373.4　クラシカル走法とフリー走法の組み合わせ

373.4.1  OWG、WSCおよびJWSCでは、最初の2区間はクラシカルコース上でクラシカル走

         法を行ない、次の2区間ではフリーコース上でフリー走法を行なう。     

374　リレーの交代

374.1　手　順

374.1.1  リレーの交代ゾーンは長さ30 mの長方形で充分な幅を持ち、明確な標識をつけロープ

         で仕切り、スタートおよびフィニッシュ付近は平面またはなだらかな上り坂とする。

375　区間の色

375.1  スタート番号

375.1.1 リレーの各区間におけるスタート番号は、異なった色のものを用いる。OWG、  

        PWG、WSCおよびWCでは、区間ごとの色は以下の通りとなる：第1区間-赤；

        第2区間-緑；第3区間-黄色；第4区間-青

376　競技と選手

376.1  リレーのチーム

376.1.1　リレーチームはエントリーに応じて3～4名の選手で構成され、各選手が1区間の

         みを走る。OWG、WSC、JWSCおよびWCでは、リレーチームは４名の選手で

         構成される。

376.1.2  チームの構成 

       　ノルディックスポーツ委員会は、競技を実施する上で参加国の充分なエントリー数を確

         保するために、リレーの構成を変更することができる。変更は各シーズン前に行なう。    

376.1.3  2000-2001年および2001-2002年のチームの構成

376.1.3.1　すべての参加国は各競技に2チームを出場させることができる。

376.1.3.1.1  女子3×2.5 km

　　　　　　リレーはシットスキー用のトラックを用い、2区間をクラシカル走法、1区間をフ

            リー走法で行なう。各チームから少なくとも1名のスキーヤーがグループ1に所属

            していなくてはならない。B1のスキーヤーとそのガイドは、シットスキーヤーと

            接触する危険を避けるために手を取り合ってもよい。   

376.1.3.2　女子リレーのグループ分け

グループⅠ       B1

　　    LW3

        LW5/7

        LW10 12

           グループⅡ       B2

                           B3

 


    LW2

                           LW4

                           LW6/8

                           LW9

376.1.3.3  男子リレー

          2.5 km（シットスキーのクラス）、5 km（立位のクラシカル走法）および5 km

         （立位のフリー走法）で構成し、合計パーセンテージが最大288%とする。

376.2  エントリー

376.2.1　競技に向けてのドローまでの間、各チームには選手を6名指名できる。スタートの2

         時間前に実際に競技に出場する選手4名（IPC；選手は3名）の名前とスタート順を組

         織委員会に通知するが、その後変更することはできない。

         2時間にわたる制限後、あらかじめ指名された選手のみが「不可抗力」を理由として交

         代できる。（交代の条件については、335.1.1を参照のこと）。

376.3 　ドロー

376.3.1   スタート番号は通常ドローによって決定する。 OWG、PWG、WSCおよびJWSCで

          は、前回のOWG、PWG WSCまたはJWSCでの順位によってスタート順が決定する。

          WCでは、前年の国内カップにおける順位によりスタート順が決定する。これらの順

          位に表示されていないチームについては、表示されていたチームの後でドローを行な

          う。この方法は他の競技会においても採用することができる。     

376.4 　遅延エントリー

376.4.1 　OWG、PWG、WSC、JWSCおよびWCにおいては、ドロー後の遅延したエントリー

          は認めない。他の競技会における遅延エントリーについては、ジュリーが決定する。  

376.5 スキーのマーキング

376.5.1 区間ごとの色はOWG、PWGおよびWSCにおける各区間の色と同様にすること。

       すなわち第1区間-赤；第2区間-緑；第3区間-黄色；第4区間-青とする（375.1.1

       条を参照のこと）。

376.6.　スタートの手順

376.6.1　スタートは同時スタートで行なう。

376.7  スタートの合図

376.7.1　スターターはすべての選手にとって合図がよく聞こえるように、スタート地点に位

        置する。

376.7.2  スタートの1分前に選手をスタートラインに召集する。選手には（スタートまで）残り 

         30秒であることを告げる。その後スターターは「用意」で注意を促し更に「Go」また

         は発砲により合図する（すべての競技会においては、これらの英語による表記を用いる）。

376.7.3  フライングが行なわれたとき、スタートラインから100 m前方に立つスタートの補助

         員は、スターターの合図によりその選手が競技を行なうのを中止し、その後改めてスタ

         ートをし直す。

376.8　交　代

376.8.1　交代は、到着した選手が交代する選手の身体の一部に手で軽くふれたときに完了したも

        のとする。このとき両選手はリレーの交代ゾーンにいるものとする。交代が規則に抵触

        する場合、双方の選手をリレー交代ゾーンに呼び出し、次の選手がスタートできるよう

        に正しい引継ぎを行なう。引き継ぐ選手は召集されたときのみリレー交代ゾーンに入る

        ことができる。いかなる方法であれスタートする選手を押すことは禁止されている。

376.8.2  交代ゾーンでは各チームにつき係員が2名待機する。1名は到着する選手に注意を払い、

その選手がスタートラインの前方30 mを通過したとき通過の合図を送る。もう1名は合図が送られるまでスタートラインの後方でスタートする選手を見守る。

　　　　 交代ゾーンは、交代区域で出来事が生じうる実際的な可能性を考慮して、競技係長がコ
 ース係長および技術代表らとともに調整を加えることができる。   

係員は、到着する選手に対して交代ゾーンから出るように指示し、次走する選手の邪魔にならないようにする。

377　計時計算と成績　

377.1　基本的な規則

377.1.1  計時計算は他のクロスカントリー競技会と同様に行なう。以下の追加事項とともに351

         ～355条を参照のこと。   

377.2  計時計算

377.2.1　選手がラインを通過したとき、コースの各区間における中間タイムを計時する。こ

        れが次走する選手のスタート時間となる。

377.2.2　リレーチームの総合タイムは、スタートからチームの最終走者がフィニッシュライ

        ンを通過するまでの時間とする。選手がリレーにおける最終区間を走り終えたとき

        の順位が、そのまま記録リストに記載される。

377.2.3  OWG、PWG、WSC、JWSCおよびWCにおいては、ビデオカメラを2台使用できる。

         フィニッシュラインの両側に1台ずつ設置し、そこから選手の前方からフィニッシュ

         ラインに対して85°の角度で向ける。加えて3台目のビデオを設置し、背後からスタ

         ート番号を確認できるようにするのが望ましい。

377.2.4  写真判定によってフィニッシュした選手の順位を決定する場合には、前方の脚のつ

 
 ま先がフィニッシュラインを垂直に通過したときの順序によって決定する。

         IPC: フィニッシュにおける写真判定を行なう場合、高さ地上30 cmで撮影し選手の前

         方の脚またはシットスキーの先端が最初にフィニッシュラインをより早く通過した選

         手が上位となる。写真判定を行なわない場合、前方の脚またはシットスキーがより早く

         フィニッシュラインを通過した選手が上位となる。
　　　　　フィニッシュラインの通過時転倒した場合には、選手の順位は他者の補助を得ずに、

          身体のすべての部分がフィニッシュラインを通過したときのタイムをもって順位を決        

          定する。

    　　　フィニッシュラインの幅は最大10 cmとする。    

378  　失　格

378.1   以下の追加事項を加えて、他のクロスカントリー競技会においても同様の規則を適用す

        る（390条を参照のこと）：  

        -  同一の選手が2区間以上を走る-376.1条を参照のこと。

        -  交代が正確に行なわれず修正もされない場合-376.8条を参照のこと。

        G.  大衆クロスカントリー競技大会のガイドライン

380    大衆クロスカントリー競技大会の定義 (PCCC)

380.1 　競技大会

380.1.1  大衆クロスカントリー競技大会(PCCC)は様々な形式で行なわれ、ライセンス保持者、

         非保持者を問わずすべてのクロスカントリー選手に開放されている。   

381  エントリーと選手

381.1  エントリー

381.1.1 エントリーはエントリーに関する規則に従って、郵便、eメールまたはファックスで迅

        速に送付される必要がある。早くエントリーを送付した場合にはエントリー費の割り引

        きが適用される場合もあるが、遅延した場合には追徴金を納める必要がある。

381.2　ライセンス

381.2.1  ライセンスを保持する選手は、所属する国内スキー協会(NSAs)のライセンスの必要事

         項を遵守しなくてはならない。

381.3　シード

381.3.1 選手は競技力に応じて異なったスタート場所に位置する。シードはエリート選手が

       スタートするグループを含むが、これは周知の以前の競技成績かNSAsによる選手

       の指名またはFISポイントに基づいて構成される。

381.4　グループ分け

381.4.1　選手は、前年度のまたは他の競技会における競技成績に基づいてグループに分けら

        れる。グループ分けは性別、年齢あるいは競技エントリーの提出日に基づいても行

        なうことができる。

381.5　競技成績

381.5.1　男女別々に競技結果のリストが公表される。

381.6　選　手

381.6.1  PCCCはすべての参加選手にとって満足がいくように運営される。　経験や競技能力が

         多岐にわたる選手が参加するこれらの競技会には、すぐれたスポーツマンシップや他の

         選手に対する礼儀正しさが不可欠である。スポーツマンらしからぬ行動を取り、これら

         の規則あるいは競技規則に従わない選手に対しては、ジュリーが失格させることができ

         る。 PCCC開催中、選手は以下を遵守しなくてはならない：

         -　スタートから標識がついたコースに従い、すべての関門を通りぬけてフィニッシュ

　　　　　　すること。

         -　自力のみで完走し、他者からの援助を受けないこと。

         -　他の選手を妨げないこと。

         -　より早い選手が追いぬけるように心がけること。通常遅い選手はコースの右側を、

            早い選手は左側を使用する。

381.7  エリートグループに属する選手は、ICRの207条「広告と商業用のマーキング」および   

       222条「競技器具」に準じること。

382　情　報

382.1　告　示

382.1.1   告示には以下の情報を含む：

         -　選手の名前

         -　競技会場またはその代替地

         -　コースの距離と実施する走法

         -　競技実施日とスタート時間

         -　シードの手順

         -　エントリーの期限

         -　エントリー費

         -　宿泊と輸送に関する情報

         -　賞品と表彰

         -　競技が中止となった場合の返金法

　　　　 -  保険の規定

         -　他の有益または必要な情報

382.2　選手への情報

382.2.1  競技開始前に、選手に対して以下の情報を提供する：

         -　スタート時間

         -　コースの解説とプロフィール

         -　使用する走法

         -　輸送に関する情報

         -　確認票または管理カード

         -　スキーのマーク

         -　スタートの手順

         -　ウォームアップ区域と手順

         -　給食場の位置と得られる飲食物

         -　選手が競技を完了しない場合に準じる手順

         -　フィニッシュラインでの手順

         -　応急医療処置に関する情報

         -　競技の打ち切り時間

　　　　 -  衣類の脱ぎ捨てと回収場所

         -　更衣、シャワーおよび飲食点の位置

         -　グループ分けの結果の公表

         -　抗議の手順

         -　賞品と表彰

         -　競技中止に関する短い告示の手順

         -　監督・ジュリー会議、記者会見および他の会議の日時と場所

         -　通信業務

         -　他の必要な情報

383　ジュリー

383.1　ジュリー

383.1.1   ジュリーは紛争の解決者である他に、競技の様々な面において組織委員会に対す

          る助言者としての役割を果たす。PCCC競技大会では、選手の安全を第1に優先

          する。ジュリーは以下の人員で構成される： 

        -  TD会議の議長を務め、議決による投票が同点の場合再投票を行なうTD

        -  TDの補助役

        -　競技係長

        -　医療係長

　　　　-　コース係長

384　コース

384.1　幅

384.1.1　コースからすべての障害物を除去し、可能な限り充分な幅を取りコースの全長にわ

        たってダブルトラックを設置する。フリー走法の競技コースは、支障なく追い抜き

        ができる幅を取る必要がある。

384.2  スタート区域

384.2.1  スタート区域は平坦またはなるべく平坦に近いように取り、直接コースに接続し、

過度な混雑を防ぐことができるように幅を広くする。スタート区域はコースの幅に合わせて徐々に狭め、トラックに入る前に選手が広がることができる長さに取るようにする。スタート区域では以下が実施できるようにする： 

        -　スキーのマーキング

        -　選手の身分証明の管理

        -　商標の管理

        -　選手のシード

        -　観衆の管理

384.3　フィニッシュ区域

384.3.1  コースはフィニッシュ区域に対して直線かつ平坦に取るようにする。フィニッシュ

区域は平坦で充分に幅を取り、幾人かの選手が同時にゴールしても互いに邪魔にならないようにすること。最後の200 mは少なくとも10 mの幅を取り、最低3トラックを設け別々にしかるべき標識をつけておく必要がある。同時刻に同じコースを利用して（距離が異なる）競技を2つ以上行なうとき、別々のフィニッシュ用トラックを設け、より長い距離のレースで首位に立つ選手が、より短い距離のレースで遅れてゴールする選手によって妨害されないようにする必要がある。フィニッシュ区域には必要な管理用設備を設置し、観衆による混雑を防ぐようにする。これら給食、更衣、シャワーおよび輸送設備には、異なった言語で明確に標識をつけ、フィニッシュ区域の近くに設置するようにすること。    

384.4　コースの準備

384.4.1　シーズン前

　       シーズン前にコースを準備し、少ない積雪でも選手が安全に走ることができるようにす

         る。

384.4.2　冬の準備

　　　　 コースは冬の間しっかりと固めて整備し、最後の準備に備えて堅固な基盤を作っておく

         こと。

384.4.3　フリー走法 

         フリー走法の競技会では、コースをしっかりと固め2名の選手が並走できるだけの幅

         を取っておく。適当な箇所には、コースに添ってシングルトラックを設置しておく。最

         後の200 mは幅が少なくとも10 mになるように設定する。この箇所には少なくとも3

         トラックを設置し、別々の適切な標識をつけておくこと。

384.4.4　クラシカル走法

         通常コースには2トラックを設ける。幅に余裕があれば、より多くのトラックを設け

         る。TDや競技係長から指摘された急斜面や他の場所には、トラックを設置してはなら

         ない。フィニッシュ区域での最後の200 mでは、なるべく多数のトラックを設置する。

         状況によっては、TDおよび競技係長の承認を得て競技開催中にトラックの整備を行な

         ってもよい。

384.4.5　両走法  

　　　　競技は両走法を用いて、同時刻に同一のコースで行なうことができる。このような 

        場合、適当なフェンスまたは標識を用いてフリー走法のコースをクラシカル走法のコースから分離し、クラシカル走法を行なう選手がフリー走法のコースを走ることができないようにする必要がある（フリー走法を行なう選手の場合も同様である）。両コースとも384.4.3および 384.4.4に従ってしっかりと固め、整備しておかなくてはならない。

384.5  計測と標識

　　　

384.5.1　競技コースはスタートからフィニッシュまでを鎖、テープまたは計測車によって長

        さを測定し、1kmごとに標識をつけておくこと。また最後の500 mと200 mにも

        標識をつける。急斜面、カーブおよび交差地点にも特別に標識をつけておく。　   

384.6　給　食

384.6.1 給食所は約10 km間隔で設置する。難しいコースの場合、設置区間をより短くしてもよ

        いが、平易な地形では長くすることもできる。コースの長さが50 kmを超す競技では、

        異なった種類の飲み物や他の適切な滋養物も配置しておく。

384.7コースの様式

　　　

384.7.1  PCCCはレクリエーション的なレベルからエリートレベルまで、全レベルの選手に対処

         しなくてはならない。コースの様式は、参加選手の競技レベルに応じて設定する必要が

         ある。

385　管　理

385.1　管理の手順

385.1.1   競技のあらゆる面においては、選手にとって競技が安全かつ公平に実施されるよ

         うに管理しておかなくてはならない。関門の地点と関門員の配置については、以下

         の事項に特に注意を払うよう競技係長がTDと相談した上で決定する：

          -　必要に応じた走法の管理

          -　全競技コースの走破

          -  組織委員会が要求しているように、マークしたスキーで全競技コースを走破する

           （シードされている選手は340.1.1条に従い、他の全選手は競技中片方のスキーを変

            えることが認められている）

          -  選手に与えられるいかなる援助または補助は、国際競技規則(ICR)従うものとする。

          -  ICRの商業マーク規則を遵守する。

          -　競技コース上の障害物を除去する。

          -　他の選手を決して妨害しないようにする。

          -　必要に応じて他の管理項目を遵守する。

385.1.2  関門員は、割当てられた任務を遂行する資格を有すること。     

386　医事と安全について

386.1  医事主任      

386.1.1  すべてのPCCCにおいては、医事主任を任命する。医事主任は競技委員会のメンバー

         であると同時に、ジュリーのメンバーでもある。なるべくならば、医事主任は正式な医

         師であることが望ましい。

386.2　計　画

386.2.1　医事主任は応急処置、撤退ならびに負傷、事故または死亡についての通知について

        計画を立てる。負傷、事故または死亡時におけるこの計画や手順に関する情報は、

        参加選手ならびに競技役員に通知しておくこと。

386.3 　トレーニング

386.3.1   医事主任は充分な人数の医事、保安および緊急時の要員を任命、通知およびトレ

          ーニングを行ない、選手の安全ならびに医療上の要求に応えるようにすること。

386.4　応急手当所

　　　

386.4.1　応急手当所の位置は、コースに沿って適切な標識をつけて示す。またスタートおよ

        びフィニッシュ地点には、暖房を入れた応急手当所を設置する。

387　寒冷時の注意事項

387.1　背　景

387.1.1　寒冷時の安全性についてジュリーが考慮する上で、以下の3重大要素が挙げられる：

　　　 気温；（寒気に）晒される期間、および寒冷な気候における衣類と保護策である。これら

       の要素は「寒風の要因」などのような関連情報とともに、寒冷時に関する決定を下す時に

       考慮される必要がある。

387.2  零下15℃～25℃
387.2.1 コース上のいかなる箇所であれ、気温が零下15℃から25℃を示したとき、寒冷

        時の保全に関する注意事項を参加選手に対して提示する。このような状況下では、

        選手は責任をもって情報を求め、組織委員会が提示する注意事項に従わなくてはな

        らない。

387.3   零下25℃以下

387.3.1  コースの大半の箇所において気温が零下25℃以下を示した場合、競技は延期する

         か中止となる。   

387.4　温暖時の注意事項

387.4.1 競技開催中気温が5℃を超え、日光への曝露が予想される場合、選手に対して衣類、皮

        膚の保護に関する注意事項、および競技前や実施中に適当に水分を摂ることが提言され

        る。給食所では、需要の増加に応じて適当な飲料を用意しておかなくてはならない。ま

        た給食場には、脱水症状や日光への曝露による症状に関する警告を簡潔に掲示しておき、  

 そのような事態が生じた場合に必要な処置を施すことができるように準備しておくこと。   

388　競技中止の手順

388.1   方　針

388.1.1  通常、競技の中止または延期を考慮する場合の要因には以下が挙げられる：すなわち、

         気温、気候条件、雪質およびコースの状態である。競技が延期されれば、開催国のスキ

         ー協会(NSA)とともに新たに日時を設定することになる。

388.1.2  競技の6日以上前の中止または延期について：

       　競技が延期または中止されることになれば、全参加選手に本来予定されていた競技の期

         日の少なくとも6日以上前に通知する。この件に関する情報は、ただちにNSAsおよ

         び報道部門へ通知する。（本来の）競技開始よりも6日以上前の中止決定は、競技係長 

         およびTDが行なう。

388.1.3 　競技中止の短い通告

        　競技中止の短い通告は、本来の競技日の6日または2～3日前になされる。また競技

          は予定されていた実施日時の3時間以内前に中止することはできない。ただし、選手

          および役員の安全確保の場合はこの限りではない。中止の手順は、選手に通知する情

          報に含まれているものとする（382.2条を参照）。中止の決定はジュリーが行なう。

388.1.4  返金に関する方針

         競技が延期される場合、既にエントリー費を支払っている選手はそれ以上の支払をせず

         に延期された競技会に出場することができる。もし選手が延期された競技会に出場しな

         いことに決定すれば、エントリー費は返金される。中止になった競技会における返金の

         方針は、競技の告示に記載される（382.1条を参照）。

389  国際スキー競技規則

389.1　基本的な規則

389.1.1  本セクションGに記載されていないすべての事項は、国際スキー競技規則ブックⅡセ
クションAからHに記載されている。   

　　　　H　失格、抗議、罰則および上訴

390 　一般条件

390.1   ある行為または怠慢行為（簡潔に「違反」と記載する）は、その実施前に罰則を必要と

        する行為として定義されていれば制裁を受けることになる。  

　　　　罰則は以下に対して課せられる：

      　-　競技規則に対する違反または不履行

      　-　ジュリーの指示に従わない（特別な場合にはジュリーの個々のメンバーを指す）

      　-　スポーツマンらしからぬ行動

391　失　格

391.1　 以下の規則に対する違反は、ジュリーが選手を失格させる実例で最も一般的にみられる

        ものである：

　　　  選手は以下の場合失格となる：

        - 203または207条における出場の必要条件に合致していないか、204、205、206、207、   

215、217、221あるいは222条に違反している。

        -（競技出場に）必要とされる年齢に達していない（331.1条を参照）。

        - 虚偽の内容で競技にエントリーしている（333.1条を参照）。

        - 標識がついたコースを走っていないか（近道を通るため）、すべての関門を通過して

          いない。

        -  許可されていない補助を受ける（340条を参照）。

        -  要求されても追い抜こうとする選手に道を譲らないか、他の選手を妨害する（340お

          よび380条を参照）。

        - コース上をマークがついていないスキーで走る；ただしスキーやビンディングが破損  

          した場合はこの限りではない。またはスキーをはかずに走った場合も失格の対象とな

          る。

        -　314.1.1条に違反する。

        -　制限区域内のコース上で、あるいは正しくない方向でスキーをテストしたりウォーム

          アップした場合

        - パーシュート競技において、スタート時間前にスタートした場合。

        - 要求されても、計時トランスポンターの着用を拒んだ場合。

　　　  - 追加されたIPCノルディックスキー規則に違反した場合（ホームページのアドレスは

          原文を参照）。

391.2　失格後、その選手の名前は記録リストから削除され新しいリストが作成される。

391.3　 重大な違反行為（ドーピング、失格の繰り返し、ある選手、トレーナー、役員による他

        の選手への故意の妨害および他の違反行為）が生じた場合、ジュリーはFISオフィスま

        たはIPCノルディックスポーツ委員会へ通知する。

391.4  ジュリーは失格およびそれに対する制裁処置処置について、選手またはチームのリーダー、

       選手が所属する国内スキー連盟およびFISオフィスに通知する義務を負う。

392  抗　議

392.1　手　順

392.1.1　抗議は以下の場合においてのみ、ジュリーまたはさらに上位の団体によって受理さ

        れる：

         -　抗議が制定されている制限期間内に提出された場合

         -　利益を得る目的で、抗議の提出が故意に遅れるようなことがない場合

         -　100スイスフランまたは同価の金額を添えて抗議が提出された場合

392.1.2　選手の出場に関する抗議は、競技開始前に競技セクレタリ－に書面で提出

        すること。

392.1.3  他の選手および役員の行動に関する抗議は、非公式の結果リストの発表後15分以

         内に競技セクレタリ－に書面で提出すること。ジュリーはこの時間を短縮できるが、

         その場合にはチームキャプテンの会議で公表しなくてはならない。

392.1.4  計時に関する抗議は、非公式の結果リストの発表後15分以内に競技セクレタリ－に書

         面で提出すること。   

392.1.5  事務上またはFIS規則の違反に関する抗議は、競技終了後1ヶ月以内に選手が所属す

         る国内スキー協会からFISオフィスへ書留で通知されれば受理される。

392.1.6　（記録に関する）誤りが証明されれば、修正された結果が公表され賞品が改めて授

        与される。

393  制　裁

393.1  規則の違反が競技結果に影響を与えないとジュリーが決定すれば、選手またはリレーチー

       ムを失格させないようにすることも可能である。ジュリーはまた、規則に違反した選手の

       制裁について、FIS評議会に申請することもできる。

393.2　罰　則

        -懲　戒

        -ある種目への出場資格の取り消し

        -（選手としての）資格の取り消し

394　上　訴
394.1  手　順

394.1.1　選手、その所属クラブおよびスキー協会は、ジュリーの決定に対して上訴できる。

        国際競技会においては、このような上訴はFISオフィスまたはIPCノルディック競

        技セクレタリーに対して行なう。OWG、PWG、WSCおよびJWSCにおいては、

        上訴はFIS評議会またはIPCノルディック競技セクレタリーに対して行なう。ジュ

        リーの決定後１ヶ月以内に書留で送付されない上訴は、受理されない。
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